
 

令和３年度機構・定員について（主要事項） 
令和２年１２月 

１．組織改正 

①新しい時代の学びの環境の整備に向けた体制整備（大臣官房・初等中等教育局・国立教育政策研究所） 

新しい時代の学びの環境の整備を担当する学習基盤整備審議官（仮称）の新設、初等中等教育

局の体制整備（修学支援・教材課（仮称）の新設等）、教育データサイエンスセンターの新設 

②社会構造の変化を先導する科学技術イノベーション創出の推進に向けた体制整備 

（科学技術・学術政策局、研究振興局、研究開発局、科学技術・学術政策研究所） 

科学技術・学術政策局、研究振興局、研究開発局の体制整備（参事官（国際戦略担当）、大学

研究力強化室の新設等）、データ解析政策研究室の新設 

③災害対応の迅速化・円滑化に向けた体制整備（文教施設企画・防災部） 

文教施設の災害復旧に関する事務の文教施設企画・防災部への一元化 

④芸術家等の活動基盤強化に向けた体制整備（文化庁） 

芸術活動基盤強化室の新設                            等 

 

２．定員 

（１）令和３年度における増員と減員数 

○増員数   ５０人（うち３人は時限付き定員） 

○減員数  ▲４９人 

※参考：令和３年度末定員数２，１５１人（令和２年度末定員２，１５０人） 

 

（２）主な新規定員 

①教育再生の推進 

・新しい時代の学びの環境の整備等の推進に向けた体制強化に伴う増 

・在外教育施設の機能強化に向けた体制整備に伴う増 

 ・GIGA スクール構想の実現に向けた体制強化に伴う増 

・感染症対応を踏まえた新しい大学教育改革の推進に向けた体制整備に伴う増 

 ・高等専門学校に係る事務体制の整備に伴う増 

 ②科学技術イノベーションに適した環境創出 

・安全・安心の実現に関わる科学技術への対応に必要な体制強化に伴う増 

・大学研究力強化に向けた体制整備に伴う増 

・国際宇宙探査（アルテミス計画）参画に向けた体制整備に伴う増 

 ③スポーツ立国の実現 

 ・東京オリンピック・パラリンピック競技大会に係る体制整備の時限延長 

 ・スポーツ・健康まちづくりの支援体制整備に伴う増 

 ④文化芸術立国の実現 

 ・芸術家等の活動基盤強化に向けた体制整備に伴う増 

 ・文化資源を核とした地域振興に関する施策の総合的な推進に向けた体制整備に伴う増 

 ・著作物の円滑な利用推進に必要な体制強化に伴う増 

 ・文化芸術施設等における感染症等対策強化に向けた体制整備に伴う増 

⑤復興・防災の推進 

 ・文部科学省の災害復旧の推進に関する体制強化に伴う増 

⑥その他 

 ・文部科学省の法令審査等の業務改善に伴う増 
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